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　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！お久しぶりです。私は、今年の夏に西条市の中学　
　　　　　　　　　　　　　　　　生と一緒に中学生海外派遣事業でオーストラリアへ行ってきまし
　　　　　　　　　　　　　　　　た。ブリスベンというクイーンズランド州の州都という都市に行
　　　　　　　　　　　　　　　　ってきました。南半球では冬になっていたにもかかわらず、ブリ
　　　　　　　　　　　　　　　　スベンはそんなに寒くなかったのでラッキーだったと思います。
　研修中は、コアラやカンガルーがいる鳥獣保護区域に行ったり、自然史博物館にも行きました。そ
れから、オーストラリアの生徒に会うためにブリスベンの学校へ英語を勉強しに行きました。学校に
いる時に西条市の生徒が音楽、芸術、体育の授業を受け、教会であるチャペルにも行きました。アボ
リジニ民族について学ぶこともでき、本物のブーメランを投げる体験もありました。
　最終日には、西条市の生徒が日本の文化について発表する会を開きました。日本の昔話を披露した
り、おりがみと習字を教えたり、アニメと漫画を見せたり、お箸を使ったゲームもしました。甚平を
着て盆踊りをし、日本の伝統的な歌「故郷」を日本語でも、英語でも歌いました。オーストラリアの
皆はとても感動しましたし、私は生徒たちが一生懸命プレゼンをし、英語で話す姿に感動しました。
短い研修期間だったのに、生徒たちがどれほど上達したか、はっきり分かりました。
　私自身にとって、初めてのオーストラリアでした。オーストラリアの英語はアメリカの英語と発音
も言葉も違うことが多いので、たまに理解するのが難しかったです。したがって、通訳が時々難しか
ったです。もちろん、西洋での日常生活についての質問は、問題なく説明できましたが、アボリジニ
の歴史について通訳せよと言われた私は大変困りました。しかし、先生としての成長につながる経験
を与えてくれたこの海外派遣事業に参加ができたのは、非常に光栄なことでした。感謝しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：国際交流員ケイレブ

▲外国語指導助手
　スティーヴン
　　・ダンズビーさん
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